






 

新生児クレチン症のマス・スクリーニングが開始されて以来,クレチン症とは鑑別を要する

種々の病態が報告され,それらの診断と治療管理の問題が注目されつつある。中でも乳児一

過性高 TSH 血症や新生児一過性甲状腺機能低下症は初期の段階での診断が困難であり,長

期間の注意深い経過観察の後に初めて診断が下されなければならない。 

 最近我々は新生児一過性甲状腺機能低下症の診断に際して新たな注意を必要とする症例

を経験した。今回は大阪市におけるスクリーニングを初期診断とその後の追跡結果とに対

比させて報告すると共にこれら 3症例について述べる。 


